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1月19日、データーベースソフトウェアで世界のトップシェアを持つオラクル社のプライベートショー「オラクル・オープ

ン・ワールド」（幕張メッセ）で、同社会長のラリー・エリソン氏は、かねてより噂になっていた同社の「500ドルコンピュ

ータ」のコンセプトについて講演した。そして世界で初めてプロトタイプマシンを公開した。この記事はローレンス・エリソ

ン氏の講演を再編集したものである。いま話題の500ドルコンピュータとはいったいどのようなコンセプトなのだろうか？単

に安価なコンピュータというだけではない、ネットワーク時代のコンピュータ像が浮かび上がってくる。編集部 photo:picatti dandolini
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NC
話題の500ドルコンピュータ

のコンセプトを語る
N e t w o r k  C o m p u t e r

オラクル・オープン・ワールド基調講演収録
講演:ローレンス・J・エリソン
オラクルコーポレーション会長兼CEO
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クオリティで提供できます。32ビットのステレオ

（1チャンネル16ビット）です。NCはネットワ

ークデバイスとしてだけではなく、最新のマル

チメディアデバイスともいえるのです。

また、PCとは違い、NCはどんなマイクロプ

ロセッサーでも動作することを重視しています。

私どもの作ったプロトタイプではARMのプロ

セッサーを使っていますが、高速で電力を使い

ません。今後はインテルのチップも使ったプロ

トタイプも作ります。LANであっても、WAN

であっても働きます。モニターも自由に選べま

す。ハイエンドの高画質なものも使えますし、

NTSCのように簡素なテレビセットを使うこと

もできます。フォントもアンチエイリアスフォ

ントを提供し、輪郭をスムーズにします。

■ 製品デザイン ■
NCをビジネスデバイスとしてだけではなく、

コンシューマーデバイスとしても設計したいと

思っています。

NCは、アーキテクチャそのものです。同じ

ハードウェア、同じソフトウェアを使って、フ

ァミリーシリーズを作っていきます。たとえば

デスクトップのコンピュータも可能ですし、ラ

ップトップも可能です。また、スクリーン付き

■ NCとPC、平和的に共存する ■
NCは、PCのできることをすべてやるわけで

はありません。メインフレームの仕事をPCが

全部やったかというとそんなことはありません

ね。しかし、NCは必要となるほとんどの機能、

つまりPCの主要な機能を持っています。

WWWや、電子メール、ワープロとしても使

えますし、データーベースにもアクセスできま

す。しかし、何千ものプログラムはありません。

せいぜい10とか20とか30程度のプログラムで

一貫性のある使いやすい機能を提供できます。

NCはオラクル独自の技術に準拠しているわ

けではありません。NCは業界のスタンダード

に準拠しています。たとえばインターネットの

標準であるHTML、HTTP、Javaに準拠し、

データーベースアクセスはSQL、または

CORBAに準拠しています。

そして、NCにはハードディスクがありませ

ん。ハードディスクの代わりにネットワークに

接続します。そしてサーバーと通信をします。

サーバーはデーターやソフトウェアの管理をし

ます。もちろんデーターのバックアップはサー

バーが行いますし、新しいバージョンのソフト

ウェアを配信してくれます。つまり個人ユーザ

ーが責任を果たすことなく、サーバーを通じて

問題を解決することができます。

NCは、いろいろなネットワークに対応しま

す。NCは従来と同じLANに接続でき、PCと

は共存します。28.8Kbpsのモデム、ISDNで

の接続も可能です。ディスプレイは1600万も

の色を出すことができます。オーディオはCDの

■ PC、15年目に破綻 ■
パーソナルコンピュータ（PC）は情報技術

の中心になっています。それはちょうど10年

前、メインフレームが情報技術の中心にあっ

たのと同じ状況です。PCはマイクロソフトの

ウィンドウズを使っているコンピュータのこと

です。PCは、15年の間にモデルチェンジをし

たり、改良をする努力をしてきました。ちょう

ど小さな家に部屋を足して、増築をしている

のに似ています。しかし、15年間かかってで

きあがったウィンドウズ95は非常に大きく、そ

して複雑になってしまいました。「デスクトッ

プにメインフレームを置いたくらい強力なもの

だ」とマイクロソフトは自信を持っていうでし

ょう。しかし、多くの人はメインフレームのよ

うに非常に大型で、複雑なものを欲しがって

いるでしょうか？しかも、複雑なために非常に

高価になっているのです。

PCはそもそもは「パーソナルなコンピュー

タ」で、1台だけで使うことを想定し、ネット

ワークの機能はあとから追加されたものなので

す。このPCは1台だけで操作されるので、必

要なプログラムをあらかじめハードディスクに

入れておかなければなりませんでした。データ

ーもそうです。そして「ハードディスク」がPC

にとって重要なものとなったのです。

このように複雑なものは諸悪の根元です。利

用者の1人1人がソフトウェアを管理し、デー

ターファイルを管理していかなければなりませ

ん。ソフトウェアのバージョンアップがされた

り、ウィンドウズが3.1から95になったりした

ら、自分でハードディスクに入れなければなり

ません。でもほとんどの人はそんなことはでき

ません。そこで業者を雇ったりしなければなり

ません。そうでなければ、コンピュータを使う

ことをやめなければなりません。

ネットワークコンピュータ（NC）はこれとはま

ったく違います。非常に革新的でありながら、

最新の業界標準に準拠しています。そして前

提となっているのはネットワークです。NCは

ネットワークがなければなんの価値もありませ

ん。電話網がなければ電話機の意味がないの

と同じです。NCはネットワーク用の装置なん

です。でも操作はテレビのように簡単です。し

かも安価です。
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の電話も可能ですし、セットトップボックスも

可能です。PDAとしても使えます。

NCシステムソフトウェアは、リアルタイム

のオペレーティングシステムで「ライトウェイ

ト」ということも重要です。リアルタイムで高

いクオリティの動画、音声を提供できます。

オペレーティングシステムは400Kバイト程

度なのです。ある人は「Kというのは何の略で

すか？Mは知っているけど」といいました。こ

の業界でKを使うことはないですね。古いもの

を拡張して、複雑なものにしてしまいました。

だからいまやり直すことが重要です。15年ま

えにパソコンでやったことと同じことをまたや

らなければならないのです。

業界標準に準拠したシステムということで

400Kです。そしてマルチメディアです。ロー

カルデーターベースもビルトインされています。

フラッシュカードは必ずしも必要ではありませ

ん。ローカルデーターベースも必ずしも持つ必

要はありません。しかし、ローカルデーターベ

ースがあれば、ラップトップとして移動させる

ことができます。フラッシュカードを使って、

必要なソフトをラップトップで動かすことがで

きます。これをフラッシュキャッシュと呼んで

います。キャッシュというのは、データーのマ

スターコピーはサーバー上に存在し、一時的に

ソフトのコピーをNC上で作るということです。

そうすればネットワークからシステムをはずす

こともできます。しかし、ファイルを変更して、

ネットワークに戻ると、自動的にサーバーのデ

ーター、キャッシュのデーターの同期がとられ

ます。あくまでサーバーのデーターがマスター

で、最新のデーターを保持します。マスターコ

ピーはサーバーにあるのでフラッシュカードが

なくなっても大丈夫です。もちろん、個別に運

用することもできます。ローカルデーターベー

スですが、オブジェクトリレーショナルデータ
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Fオラクル社の作成したNCの製品デザインスケッチ。
左からラップトップ型、電話器一体型、そしてデスク
トップ型。このデザインを手がけるのは米国フロッグ
デザイン社で、マッキントッシュの製品デザインでも
有名。

DNCの模型を手に説明するローレンス・エリソン氏。
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は強力でしかも500ドル以下で販売されていま

す。しかし、われわれはコンピュータを製造し

ようとしたわけではありません。NCに関連す

るサーバーを販売したいと思っているわけです。

NCの市場を考えると企業向けに販売するこ

とを考えています。プログラマなどの専門家で

なくても、強力なPCの機能が必要ない人で、

電子メールを使いたい人はPCではなくてNC

を使う場面が出てくると思います。

学生に対してもPCを提供することができる

と思います。米国では教育制度が危機に立た

されています。それを解決するためには、デジ

タル化された教育が必要なのです。だからとい

って、1人1人にPCを与えるためには1人の生

徒に1万ドルを用意しなければなりません。NC

なら、500ドル、600ドルの教科書程度ですみ

ます。

すべての家庭に電話やテレビがあるように、

電子メールのためにすべての家庭にNCを置く

べきです。電子メールというのは普遍的なコミ

ュニケーションの手段であるべきです。ビジネ

スマンも主婦も学生も使えなければなりません。

■ 具体的な製品は夏の終わりに ■
NCは、大手の電機メーカーの販売網を使っ

て販売されることになります。メールオーダー

とかです。インターネットのサービスプロバイ

ダーを経由して売るやりかたです。ケーブルテ

レビの会社は、その会社から料金の一部とし

て、NCを配ることになると思います。こうし

た流通形態で、広がると思います。

それではNCのスケジュールですが、NCの出

荷はARMを使ったものは夏の終わりに、年内

にインテルのプラットフォームのものを提供し

ようと思っています。9月までに提供できなけ

れば、失敗だというくらいの気持ちで必死に作

業をしています。

khttp://www.oracle.com

うことになりますので、マルチメディアサーバー

が必要になります。ユニバーサルデーターベー

スというのはそのサーバーの機能を果たすこと

ができます。表も保管できますし、文字も保

管できます。WWWは文字が膨大に使われて

います。しかし、このような大量のデーターを

どうやって扱うのでしょう。処理したり、探し

たり、ターゲットしたりしなければなりません。

オラクルユニバーサルデーターベースの文字処

理の能力は、NCにとって不可欠な機能です。

そしてビデオですが、これはコミュニケーショ

ンにとって、非常に重要なものであります。ビ

デオはNCにとって中心的な機能であります。

NCはマルチメディアでありますから、サーバ

ーはビデオを提供する機能を持っていなければ

なりません。広帯域幅で高品位テレビの画質が

必要です。画質はそれほど高くないかもしれま

せんし、音質もそれほど高くないかもしれませ

んが、狭帯域でも要求されたときには、ビデオ

を提供しなければなりません。これに応えられ

るのは「オラクルユニバーサルサーバー」です。

NCのコンシューマー向けのアプリケーショ

ンもあります。ログインすれば自分用に編集さ

れた新聞を見ることもできるでしょう。エレク

トロニクス産業の重役であれば、エレクトロニ

クス関係のニュースと見出しを見ることができ

ます。また、広告も自分に必要なものの広告

を見ることができます。

ネットワークの向こう側にはサーバーがあり、

インテリジェントな機能を持ち、百科事典のよ

うなデーターがあり、すべてのデーターにイン

ターネットからアクセスできるようになります。

■ 利用の場面 ■
私どもはシステムソフトウェアを開発しまし

たし、サーバーソフトウェアも開発しました。

基本的なアプリケーションも開発しました。も

ちろん、エンドユーザーもNC上で使うアプリ

ケーションを作ることになると期待しています。

日本には多くのゲーム機があります。これら

ーベースです。実は600Kです。「パーソナルオ

ラクルライト」という名前です。パーソナルオ

ラクルライトがフラッシュキャッシュの基礎に

なります。

■ アプリケーションも ■シンプルに実現

NCのインターネットブラウザーはネットスケ

ープナビゲーターとコンパチブルなものという

わけではありません。たとえば、マルチメディ

アの機能がビルトインされています。ビデオの

能力があります、ワープロのブラウジングも可

能です。ユニバーサルインボックスを通じて、

電子メールやファクシミリを受けることもでき

ます。ボイスメールやカレンダー、スケジュー

ルの機能もあります。ディレクトリサービスや

チャットも可能です。当然SQLデーターベー

スへのアクセスも可能です。一貫性のあるユー

ザーインターフェイスの中に実現されます。

ユーザーインターフェイスはウィンドウズと

はまったく違います。プルダウンメニューはあ

りません。CD-ROMのようなものだと思って

ください。マニュアルも一般の家電製品と同

じようなものです。ローマ帝国の興隆や衰退を

説明するのに必要なような量はありません。マ

ニュアルはわずは8ページですみます。

■ プログラミング言語は ■JavaかBASIC

ネットワークプログラミングはアプレットを

作ります。Java、これはインタープリター言

語でインターネットでメジャーになりました。

またはBASICという言語もスタンダードです。

好きなものを選んでください。フォートランは

ありません。コボルもありません。コンパイラ

はありません。ARMからMIPS、まだ開発さ

れていないマイクロプロセッサーにも対応しま

す。もちろん、ユーザーアプリケーションに影

響を与えません。特定のベンダーに縛られるこ

とはありません。

■ 不可欠な ■データベースサーバー

オラクルのユニバーサルデーターベースはNC

にとって不可欠なものです。というのはNCは

マルチメディアのクライアントのデバイスとい
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